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建築改修工事特記仕様書

工　事　概　要

一　般　特　記　事　項

工 事 名 称

工 事 場 所

完 成 期 限

工 事 の 種 類
・ 規 模 な ど

総　　則 １．

２． 特記仕様書の適用方法、

（１）・印で始まる事項及び表中の・印の事項は、○印の付した事項

　　　のみ適用する。

（２）　　　　　　で抹消した章及び項目の当該特記事項は、すべて適用

　　　しない。

（３）表中の数字、文字又は記号を記入する事項は記入してある事項

　　　のみ適用する。

（４）特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取扱いは、特

　　　記されたもの又は同等以上のものとする。ただし、同等以上の

　　　ものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（５）左欄の（　）、（（　））、内の数値は、下記の各該当番号を示す。

　　　
 （1.3.5）

施  工  条  件

（1.3.8）

発生材の処理等

申請地：国立赤城青少年交流の家
　　　　群馬県前橋市富士見町赤城山２７国立青少年教育振興機構

この工事の受注者は、独立行政法人国立青少年教育振興機構工事

公共建築改修工事標準仕様書（統一基準）（建築工事編）（平成

この工事現場では、次の施工条件による。

515.9 560.0

500.4

490.0

507.1

521.0

511.9

523.1

520.9

508.0

520.0

517.0

530.8

記

事 図面番号縮尺図面名称

工事名称 年度独立行政法人  国立青少年教育振興機構

施設管理室長

1/4000

国立青少年教育振興機構

特－01

Ｎ

テントサイト

プロジェクトアドベンチャー
（ＰＡ）

２８年版）、文部科学省建築改修工事標準仕様書（特記基準）

（平成２８年版）、及び工事写真撮影要領に基づき工事を施工する。

内　容

本工事対象箇所

実施項目

群馬県前橋市富士見町赤城山２７

工事期間中は、施設利用者及び職員等に対する安全対策を十分に行う

こと。

施工時間は基本は9:00～18:00とするが、困難な場合は監督職員との

協議による。休館日指定は、交流の家の指示による。

配 置  図　 Scale1:4000

主　　任係　　長 担　　当

国立赤城青少年交流の家　あかぎプレイパーク整備工事

国立赤城青少年交流の家 あかぎプレイパーク整備工事

特記仕様書・案内図

フィールド整備

階段改修 既存撤去後、階段新設、盛土工

既存横積倒木収集・集積

既存篠竹伐採・除根・場外処分後、造成

竹根抑制シートH1.0m、植生シート張り

入口アーチ看板設置

植樹２本、遊具設置（丸太・ロープ等）

Ｈ３０

先行専用据置き方式により行うこと。

組み立て、解体又は変更の作業は「手すり先行工法による足場

の組立て等に関する基準」の2（2）手すり据置方式又は（3）手すり

する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の

により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合

ドライン（厚生労働省基発第0424001号平成21年4月24日策定）」

  枠組足場を設ける場合には、「手すり先行工法に関するガイ

仮設工事２章　

足場その他

（2.2.1）

（1.6.5）

施工の検査等

（1.8.2）

完   成   図

次について報告を行う。

フィールド工事範囲の設定時、階段位置・高さ設定時

完成図の様式等は次による。

 　作成方法　　　　製本、CADデータ（JWW、DXFとし、CD-Rに記録）

   原図サイズ　　　Ａ３版

（1.3.11）

施行中の環境保全等

排出ガス対策型

建設機械

出ガス対策型建設機械指定要領（平成3年10月8日付け建設省経機発第249号）、「排出ガス対

等に関する法律」（平成17年法律第51号）に基づく技術基準に適合する機械、または、「排

　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制

真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建設機械の写

提出するものとする。

械を使用するものとする。ただしこれにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要書類を

建設省告示第1536号）に基づき国土交通大臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機

　本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規定」（平成9年7月31日

関係法令に従い適切に処理するもの

   建設廃材

策型建設機械の普及促進に関する法律」（平成18年3月17日付け国土交通省告示第348号）も

しくは「第3次排出ガス対策型建設機械指定要領」（平成18年3月17日付け国総施第215号）に

基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。排出ガス対策型建設機械

を使用できない場合は、平成7年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置

の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業

により評価された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対策型機械と同等と見なす。

ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。

　排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現

場代理人は、施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出する。

種　類

バックホウ

ホイールローダ

ブルドーザ

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

空気圧縮機（可搬式）

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ､ﾀｲﾔﾛｰﾗ､振動ﾛｰﾗ)

ホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）

ディーゼルエンジン（エンジ

備　考

ン出力8KW以上、560KW以下）

を搭載したものに限る。

ディーゼルエンジン（エンジ

ン出力7.5KW以上、260KW以下）

を搭載したものに限る。

ディーゼル車

排出ガス規制

に適合した車両
　　が、当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例（以下「排出ガス規制条例」とい

　　う。）の適用を受ける場合は、これに適合した車両を使用しなければならない。

①　受注者は本工事現場で使用、又は使用される関係車両（以下本工事関係車両という）

②　受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガス規制に適

　　合する車両の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工計画書に記載しなければ

　　ならない。

③　受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車検証のコピーを保管

　　し、本工事関係車両を把握しなければならない。

④　受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直ちに監督職

　　員に報告しなければならない。

⑤　受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規制条例を遵守させる

　　ものとする。

平成３１年３月２９日（金）

請負契約基準、現場説明書、特記仕様書　１枚、図面　３枚、



独立行政法人  国立青少年教育振興機構

図面番号

記

事

施設管理室長 担　　当

図面名称

工事名称

縮尺

国立青少年教育振興機構

528.79

525.90

522.42

523.44

テントデッキ

525
525.84

527.75

①

520
519.05

屋根付広場

⑤

⑥

②

③

④
528.45

522.58

木製ﾍﾞﾝﾁ

522.51

527.78

⑩

⑨

⑧

⑦

⑪

⑫ＰＡゾーン

⑬

522.33

倉庫
プレハブ倉庫 グランド倉庫

522.73

ツリーデッキ

浄化槽桝

こども広場

【常設テント】

炊飯場

【ＷＣ】

管理棟

ティピー

⑭

ティピー

530530.69

40.0m

1,600㎡

30
.5

m

5
0.

0m

44.
5m

キャンプセンター棟

多目的グランド

体育館１階フロア 30
.0

m

（990.0㎡）

33.0m

※参考

国立赤城青少年交流の家 あかぎプレイパーク整備工事

配置図

【フィールド整備】

利用者アプローチ動線

【階段改修】

1/500

敷　地　図

当該地

工事用道路（新設）

【雨天室内版】

Ａ　-　０１

係　　長 主　　任

年　度

Ｈ３０



φ150

独立行政法人  国立青少年教育振興機構

図面番号

記

事

施設管理室長 担　　当

図面名称

工事名称

縮尺

国立青少年教育振興機構

44.
5m

④

⑤

⑥

⑦

30
.
5m

①

②

530

40.0m

530.69

50
.0

m

③

ティピー

こども広場

【常設テント】

国立赤城青少年交流の家 あかぎプレイパーク整備工事

フィールド整備図

①　木のぼり

②　ターザンロープ

③　坂のぼりチャレンジ

④　１本橋をわたろう

⑤　ササビーを助けよう

⑥　ササビーにプレゼント

⑦　けんけんぱ

1/200

　・工事概要

　　2）既存横積倒木集積　※構内指定場所へ集積（施設職員に場所を確認）。

　　5）フィールド内地表植生シート（木製固定ピン）

　　1）既存篠竹等　伐採・除根・場外処分　※地上部篠竹は、現地チップ粉砕後指定場所敷均し。

　　3）整地・転圧（自然勾配風に仕上げ）　※一部旧キャンプサイト平坦部あり。

　　6）植樹　コナラ　幹周0.50以上　２本　※①木登り用　②ターザンロープ用

（①木登りに適した枝ぶりのもの　②ロープを掛ける強度のあるもの）が最適。

【フィールド整備】

　　4）フィールド外周部に地中柵 H＝1,000設置　※参考：RCF 防根･防竹ｼｰﾄ 同等品

ｼｰﾄ

1,800
※防腐防蟻剤注入材+着色

S:1/20ｼｰﾄ類 S:1/40

･植生ｼｰﾄ重ね50mm ﾋﾟﾝ@500(4.5本/㎡)

地表部:植生ｼｰﾄ張り (環境品)

外周ﾗｲﾝ

GL 50
95

0

2
,6

0
0

1
,0

0
0

GL

55
0

φ200 ｲﾗｽﾄ 2ヶ所

φ300 ｲﾗｽﾄ 1ヶ所

250×250 7文字

ｱｸﾘﾙt5切り文字+耐候性ｼｰﾄ

しらさぎフィールド整備

Ａ　-　０２

※参考　フィールド内レシピ　（７スポット）

S：1/40丸太設置　（レシピ④）

4,000

GL

自然木：皮ﾅｼ ﾛｰﾀﾘｰ･ｻﾝﾀﾞｰ加工

末口φ200

S:1/40

50
0

GL

GL

GL

ﾌｨｰﾙﾄﾞ入口看板

台座（金物固定）

丸太設置　- 2 （レシピ④）

金物固定

自然木 L4.0m　末口φ250

自
然
木
 L
6.
0m
　
末
口
φ
25
0

自然木 L1.5m　末口300

※設置場所は打合せに依る｡

S：1/40

各サイズ×2本

自然木　末口φ300

40
0

6
00

5
00

40
0

4
00

40
0

GL

※設置間隔は打合せに依る。

丸太設置　（レシピ⑦）

　　7）フィールド入口看板設置

　　8）各種遊具設置

既存樹木

（全体に傾斜要）

（スポット廻り平坦）

（スポット廻り平坦）

（スポット廻り平坦）

（スポット廻り平坦）

（スポット廻り平坦）

（スポット廻り平坦）

･防根･防竹ｼｰﾄ (ｼｰﾄ延長時20cm以上重ね専用ﾃｰﾌﾟ接続)

GL

ﾛｰﾌﾟｱﾝｶｰ固定　（レシピ③）

①・②スポット　ロープ各１セット

丸鋼φ13（錆止塗装）アンカー

ナイロンロープ取付　L＝20m　φ16㎜

ナイロンロープ取付　L5.0m　φ16㎜

（ロープ引張強度：8.0KN以上）

（ロープ引張強度：8.0KN以上）

※客土20.0m3程度

※現地測量は実施しておりません、既存樹木を目印にして着工前に、平面・高低測量を実施して監督職員に報告すること。

係　　長 主　　任

年　度

Ｈ３０



1200

独立行政法人  国立青少年教育振興機構

図面番号

記

事

施設管理室長 担　　当

図面名称

工事名称

縮尺

国立青少年教育振興機構

Ａ　-　０３

展開図　S＝1/40

7
0
0

7
0
0~
1
6
00

断面図　S＝1/20

国立赤城青少年交流の家 あかぎプレイパーク整備工事

階段図

杭
丸
太
　
φ

1
2
0

杭
丸
太

φ
1
2
0

筋
交

φ
10
0

蹴込部　φ120

側
止
丸
太

　
φ
1
0
0

踊り場

グランド

既設側溝

プレハブ倉庫

倉庫

既存階段：撤去

新設階段

既設側溝

浄化槽

522.73

位置図　

アプローチ部　階段改修整備

※既存階段撤去の上、階段新設　W1.2m　蹴上10㎝　踏面50㎝　全52段。

設置詳細場所は現地測量の上、施設職員に確認の事。

材種：杉ロータリー丸太（防腐防蟻剤加圧注入材）

蹴込部・杭丸太　φ120

筋交い・側止丸太　φ100

埋戻しは、客土　（転圧は十分に管理すること）

丸太接合部ボルト類　亜鉛メッキボルト　M12-L240

※ボルト貫通部シャフト飛び出し注意

係　　長 主　　任

年　度

Ｈ３０
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